
写真左から
「ギリシア・アクロポリスのエレクティオンの乙女像」「西安（長安）の時を告げる鼓楼」「敦煌の鳴沙山の風光」

撮影：山田勝久

シルクロードの
古代遺跡に立つ

令和６年度 大阪府立中央図書館主催事業
前期連続４回講演 シルクロード第11弾

講 師 山田 勝久さん（大阪教育大学名誉教授・橿原市観光大使）

会 場 大阪府立中央図書館２階多目的室（東大阪市荒本北1-2-1）

定 員 各回70名（事前一括申込、多数抽選、座席自由、受講料無料

時 間 各回14時～15時30分（開場13時30分）

1943年 愛知県生まれ。北海道教育大学教授。大阪教育大学教授・学長補佐・附属 池田中学・高
校併任校長。私立大学副学長・理事・教授・客員教授を歴任。現在は大阪教育大学名誉教授。二松
学舎大学生涯学習講座講師。ＮＨＫ文化センター京都、西宮教室「シルクロード」講師。日本人と
して初めて楼蘭王国の陵墓の壁画を調査。その他、パルミラやサマルカンドやネパールなどの遺跡
を踏査。著書に『唐代散文選』、『唐代文学の研究』、『唐詩の光彩』、『シルクロードの光彩』
、『シルクロード悠久の天地』（笠間書院）、『パルミラの光彩』（雄山閣）など多数。西域調査
26カ国66回。橿原市観光大使。

シルクロードは、長安（西安）・洛陽からローマまでを西のシルクロード、長安・洛陽から明日香（飛鳥）までを東

のシルクロードと言います。

私は今まで、西域踏査26カ国66回を重ねてきました。その成果を著書『シルクロード悠久の天地』（笠間書院）

に収めました。

本講演会では、シルクロード2000年の歴史と文化を、映像を使いながら分かりやすく解説します。

山田 勝久

【講師紹介】

第１回 令和６年６月６日（木曜日）
第２回 令和６年７月４日（木曜日）

第３回 令和６年８月１日（木曜日）
第４回 令和６年９月５日（木曜日）

古代日本における大陸の影響
仏教の出現とその倭国までの伝来の
ルートを考える

敦煌と楼蘭と吐魯番の古代遺跡に立つ
シリアの世界遺産パルミラの魅力を語る

※申込方法は、裏面をご覧ください。


